
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ファフルム

コート

ゴシック

ロマネスク

１６

渇望　

25

煉獄

13
水

要らない子

『新しい弟』

『楽しみの紅茶』

『弟が来る前』

一人っ子だった私は、ある日突然、両親にとって不要な存在となった。 お父さんもお母さんも、私なんかよりずっとずっと大切な人が出来たみたい。 その人は誰なの？そう聞いたら頬をぶたれた。 「お前、あのお方に失礼だろう！」「あのお方は崇めなくてはいけないのよ！早く懺悔なさい、さあ！！」 ――こんなの、おかしいよ。家族って、なに？

私には「弟」が居た。血が繋がっている訳じゃなくて、お父さんが、お母さんが、「今日から新しい家族になるんだよ。」と連れてきた弟だ。初めて出会ったこの時、「弟」はいたずらに微笑み楽しそうな顔で、私の目を見ていて。君となら、本当の家族になれるかな。なりたいな。そう思った。私の方がお姉さんなんだから、守ってあげる！約束よ。ねえ君、名前は？そう聞いたら、彼は答える。「ゆ……」

緑の芝生、手入れされた薔薇の花、白い机と椅子。「弟」との夕暮れ時のお茶会は本当に平和な時間で、心が安らぐ時間だ。「弟」はいつも私をからかって馬鹿にするのが楽しいみたい。ほら姉様、またほっぺにクリームついてるよ、情けないね。くすくす。

夜中に目が覚めた。隣の部屋からお父さんとお母さんの話声がする。ああ、でも眠たい。「ねえあなた、本当に引き受けるの？」「ああ、これもあのお方のためだ。」「でも、私は不安だわ。いくらあのお方のお言葉でも、新しい家族にアンデッドが増えるなんて。」「大丈夫さ、あのアンデッドの覚醒が始まったら、あのお方も私達のことを見てくださるだろう……ああ、偉大なるネクロマンサー様よ……どうか私たちに、力を……」「で、そのアンデッドはどうやって覚醒するのかしら？」「それは……アンデッドにとって一番大切な人の、『喪失』だそうだ。」私は、そこで目を閉じた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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水遊び『先読み』

水膜『捕食者』

給水『背徳の悦び』

循環水『時計仕掛け』

のうみそ
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水精『よぶんなめ』

透明な脳髄『アドレナリン』

潤う肌『エンバーミング』
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水手甲『アームバイス』
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水線『エナジーチューブ』
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対象が次に使う「アクション」のコスト―1（最低0）する

自身のいるエリア内の敵全てに「転倒」を与える。

使用済み「ラピット」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを１つ再使用可能にする　

Lv3改造パーツ取得
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肉弾攻撃１

支援２

1

妨害２、1ターンに何度でも可

アクセサリー：リボン

肉弾攻撃１

支援１

移動１

支援２か妨害２

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

1

2、装備箇所にダメージを受けた場合、任意の基本パーツを１つ追加で損傷しなくてはならない

移動１

移動１

妨害１
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